
第122号	 議 会 だ よ り	 平成26年11月15日

5

胎
児
を
持
つ
保
護
者
同
士
が
集
い
、

情
報
交
換
や
子
育
て
に
関
す
る
悩

み
な
ど
を
共
有
し
、
子
育
て
に
関

す
る
不
安
の
解
消
が
期
待
で
き
る

多
胎
児
家
庭
を
対
象
と
し
た
育
児

サ
ー
ク
ル
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
等
を
検
討
し
て
い
く
。

○
こ
ど
も
１
１
０
番
に
つ
い
て

問
近
年
、
登
下
校
時
な
ど
に
子
ど

も
が
被
害
に
遭
う
犯
罪
が
相
次
い

で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
、
こ
ど
も
１
１
０
番
へ

の
実
践
的
な
駆
け
込
み
訓
練
の
実

施
や
協
力
者
向
け
の
研
修
な
ど
の一

層
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
現
在
、「
子
ど
も
１
１
０
番
の

家
」
に
つい
て
各
小
学
校
で
は
、
①

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
あ
る
家
の
意
味
に

つ
い
て
の
説
明
、
②
万
一の
場
合
に

は
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
あ
る
家
に
助
け

を
求
め
る
こ
と
、
③
自
分
の
通
学

路
に
あ
る
、
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
あ
る

家
の
確
認
等
を
指
導
し
て
い
る
。

　

駆
け
込
み
訓
練
に
つい
て
は
、
避

難
訓
練
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
不
審
者
対
応
訓
練
に
お
い
て
、

模
擬
的
な
形
で
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
協
力
者
向
け
の
研
修
等

に
つい
て
は
、
協
力
者
の
都
合
等
を

考
慮
し
な
が
ら
、
今
後
と
も
、
児

童
並
び
に
保
護
者
へ
の
周
知
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、協
力
家
庭
に
は

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
対

応
マ
ニュア
ル
の
配
付
等
を
行
い
、理

解
の
浸
透
と
、そ
の
活
用
に
つ
い
て

再
度
検
討
し
て
い
く
。

る
。
さ
ら
に
、
財
務
情
報
の
分
か

り
や
す
い
開
示
に
よ
る
説
明
責
任

の
履
行
、
ま
た
、
今
後
も
見
据
え

た
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
活
用
に

よ
り
、
財
政
の
効
率
化
・
適
正
化

が
図
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

今
後
、
総
務
省
に
お
い
て
は
、

原
則
と
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら

の
３
年
間
で
全
て
の
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
統
一
的
な
基
準
に
よ
る

財
務
書
類
等
を
作
成
す
る
よ
う
要

請
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
市
に
お
い
て
は
、
固
定
資

産
台
帳
の
整
備
を
平
成
27
年
１
月

よ
り
着
手
し
、
平
成
28
年
度
中
に

台
帳
の
整
備
、
平
成
29
年
度
末
ま

で
に
は
貸
借
対
照
表
等
の
財
務
書

類
の
作
成
を
予
定
し
て
い
る
。

○
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て

問
利
用
人
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
月
２
回

の
日
曜
開
庁
に
拡
大
し
て
は
ど
う

か
。ま
た
、１
階
ロ
ビ
ー
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
が
怖
い
と
感
じ
る
市
民
の
た
め
の

低
速
度
化
、
混
雑
時
の
北
側
駐
車

場
の
根
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
本
市
で
は
、
月
１
回
の
日
曜
開

庁
に
加
え
、
市
民
課
が
全
て
の
週

の
平
日
水
曜
日
に
、
午
後
７
時
ま

で
証
明
窓
口
を
延
長
す
る
こ
と
で

利
用
者
の
選
択
肢
を
増
や
し
て
お
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議
員

（
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明
党
）

○
多
胎
児
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て

問
多
胎
児
出
産
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
お
い
て

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
多

胎
児
家
庭
を
対
象
と
し
た
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
対
策
の
見
解
を
伺
う
。

答
現
在
、
双
子
等
の
多
胎
児
家
庭

への
支
援
と
し
て
は
、
妊
産
婦
・
新

生
児
訪
問
や
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
事
業
で
訪
問
し
、
母
の
産
後
の

育
児
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

本
市
の
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提

供
、
民
間
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
や
一時

預
か
り
等
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
は
、
メ
ン
タ
ル
部
分

で
の
支
援
対
策
と
し
て
、
同
じ
多
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○
地
方
公
会
計
制
度
に
つ
い
て

問
従
来
の
総
務
省
方
式
改
定
モ
デ

ル
の
単
式
簿
記
・
現
金
主
義
会
計

で
は
事
業
別
・
施
設
別
の
分
析
が

不
十
分
で
あ
る
。
複
式
簿
記
・
発

生
主
義
会
計
を
導
入
し
て
「
財
政

の
見
え
る
化
」
を
図
る
新
し
い
地

方
公
会
計
制
度
の
捉
え
方
及
び
今

後
の
予
定
を
伺
う
。

答
地
方
公
会
計
制
度
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
現
金
主
義
で
は
見
え

に
く
か
っ
た
コ
ス
ト
や
ス
ト
ッ
ク
を
把

握
す
る
こ
と
で
、
中
長
期
的
な
財

政
運
営
への
活
用
の
充
実
が
期
待
で

き
、
現
行
の
決
算
情
報
と
対
比
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
財
務
情
報
の

内
容
理
解
が
深
ま
る
も
の
と
考
え

り
、
現
時
点
で
は
日
曜
開
庁
業
務

の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。
証
明
の

交
付
等
に
関
す
る
利
便
性
の
向
上

に
つい
て
は
、
今
後
も
利
用
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
、
そ
の
手
法
に
つい

て
検
討
し
た
い
。

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
事

故
防
止
の
視
点
か
ら
、
手
摺
に
つ

か
ま
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
や
子
供
さ

ん
の
手
を
引
い
て
い
た
だ
く
よ
う
注

意
喚
起
の
表
示
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
足
元
に
不
安
を
感
じ
る
方
に

は
、
総
合
案
内
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

案
内
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　

庁
舎
北
側
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

混
雑
時
に
は
駐
車
場
整
理
員
の
ほ

か
に
庁
舎
警
備
員
も
駐
車
場
整
理

に
加
わ
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
今

後
、
旧
庁
舎
跡
の
駐
車
場
も
含
め
、

庁
舎
周
辺
の
駐
車
場
の
あ
り
方
に

つい
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。


